
2018 年 5 月 27 日 

難問にイエスはどう答えられたか 

マルコの福音書 12:18～34     
I. 死後に復活はあるのか 

1. サドカイ人とは 
(1) 「勝ち組」 

裕福  知識人（合理主義） 来世を否定・  

(2) A.D.70 のユダヤ戦争以降、消息不明に 

2. 「死んだらおしまい」 
(1) モーセ五書（「最も権威がある」とされていた）に復活の記述なし 
(2)  復活を信じるパリサイ人とは激しく敵対した 

 

II. イエスに挑戦 

1. 「七人の兄弟」 
(1) 安泰、神の祝福 

(2) 「復活があったら困るではないか」（鉄板の論理） 

2. イエスのお答え    

(1) 聖書を誤解している 

 復活は生前の継続ではない（御使いのような存在となる） 

 復活があることは、モーセ五書にちゃんと書いてある 

   

   = アブラハム、イサク、ヤコブは今も生きている！ 

(2) 神の力を知らない 

 無から有を生じさせることのできるのが神 

 神のさばきをあなどってはならない 

 

III. 神の国に入りそこねる危険 

1. もっとも大切な律法とは       

(1) 神を愛すること ← 神を知ること  

(2) 隣人を愛すること → 自分自身を愛するように 

2. 「神の国から遠くない」 

(1) 知的理解は一歩前進 

(2) 何が足りないか 

 

 

 

 

 

3. 「悔い改め」とは 

（1） 「主」 ( )  

人間が作り出したのではないほんとうの神がおられる。 

E = mc2  エネルギー E = 質量 m × 光速度 c の 2 乗 

（2） 考え方を変えるべきは私たち 

                                    

 

 

 

死者の復活を信じるパリサイ人と信じないサドカイ人。 

本来は水と油なのに、イエスを攻撃するために結託した。 

長男から七男まで結婚した女は、復活の時、

だれの妻になるのか（笑） 

 

レビラト婚 寡婦が死亡した夫の兄弟

と結婚する慣習。レビラトは、ラテン語で

夫の兄弟を意味するレウィル（levir）に

由来する。 

黙示録 20:11～14 また私は、大きな白い御座
と、そこに着いておられる方を見た。地と天はそ
の御前から逃げ去り、跡形もなくなった。 

また私は、死んだ人々が大きい者も小さい者
も御座の前に立っているのを見た。 

数々の書物が開かれた。書物がもう一つ開
かれたが、それはいのちの書であった。 

死んだ者たちは、これらの書物に書かれてい
ることにしたがい、自分の行いに応じてさばかれ
た。 

海はその中にいる死者を出した。死とよみも、
その中にいる死者を出した。彼らはそれぞれ自
分の行いに応じてさばかれた。それから、死とよ
みは火の池に投げ込まれた。これが、すなわち
火の池が、第二の死である。 
 
ダニエル書 12:2、３ ちりの大地の中に眠ってい
る者のうち、多くの者が目を覚ます。ある者は永
遠のいのちに、ある者は恥辱と、永遠の嫌悪
に。賢明な者たちは大空の輝きのように輝き、
多くの者を義に導いた者は、世々限りなく、星の
ようになる。 

律法の総数は 613！ 

禁止「～してはならない」×365 

命令「～しなければならない」 

×246 

マルコの福音書 １：１５ 

「時が満ち、神の国（王国）が近づいた。悔い改めて 

（考え方を１８０度変えて）福音（喜ばしい知らせ）を信じなさい（信頼し

て踏み出しなさい）。」 

あなたは私たちをご自身にむけておつくりになり

ました。ですから、私たちの心はあなたのうちに

憩うまで安らぎを得ることができないのです。 

（アウグスティヌス 『告白』） 



 

福音メッセージ 難問にイエスはどう答えられたか  

マルコの福音書 12 章 18～３４節  【新改訳２０１７】 

 

 

18 また、復活はないと言っているサドカイ人たちが、イエスのところに来て質問した。 
19 「先生、モーセは私たちのためにこう書いています。『もし、ある人の兄が死んで妻を後に残

し、子を残さなかった場合、その弟が兄嫁を妻にして、兄のために子孫を起こさなければなら
ない。』 

20 さて、七人の兄弟がいました。⾧男が妻を迎えましたが、死んで子孫を残しませんでした。 
21 次男が兄嫁を妻にしましたが、やはり死んで子孫を残しませんでした。三男も同様でした。 
22 こうして、七人とも子孫を残しませんでした。最後に、その妻も死にました。 
23 復活の際、彼らがよみがえるとき、彼女は彼らのうちのだれの妻になるのでしょうか。七人と

も彼女を妻にしたのですが。」 
24 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、聖書も神の力も知らないので、そのために思い違

いをしているのではありませんか。 
25 死人の中からよみがえるときには、人はめとることも嫁ぐこともなく、天の御使いたちのよう

です。 
26 死人がよみがえることについては、モーセの書にある柴の箇所で、神がモーセにどう語られた

か、あなたがたは読んだことがないのですか。『わたしはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブ
の神である』とあります。 

27 神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神です。あなたがたは大変な思い違いをしていま
す。」 

28 律法学者の一人が来て、彼らが議論するのを聞いていたが、イエスが見事に答えられたのを見
て、イエスに尋ねた。「すべての中で、どれが第一の戒めですか。」 

29 イエスは答えられた。「第一の戒めはこれです。『聞け、イスラエルよ。主は私たちの神。主は
唯一である。 

30 あなたは心を尽くし、いのちを尽くし、知性を尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛し
なさい。』 

31 第二の戒めはこれです。『あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい。』これらよりも重要な
命令は、ほかにありません。」 

32 律法学者はイエスに言った。「先生、そのとおりです。主は唯一であって、そのほかに主はい
ない、とあなたが言われたことは、まさにそのとおりです。 

33 そして、心を尽くし、知恵を尽くし、力を尽くして主を愛すること、また、隣人を自分自身の
ように愛することは、どんな全焼のささげ物やいけにえよりもはるかにすぐれています。」 

34 イエスは、彼が賢く答えたのを見て言われた。「あなたは神の国から遠くない。」それから後は、
だれもイエスにあえて尋ねる者はいなかった。 


